
❶ 坂の上の雲ミュージアム
秋山好古・真之兄弟と正岡子規
の生涯や小説の舞台となった明
治時代を紹介。
■住/松山市一番町3-20
■問/☎089-915-2600
■営/9：00～18：30　
　　 月曜休館（休日の場合は開館）

❸ 秋山兄弟生誕地
戦災で焼失した秋山兄弟の生
家を、地元有志たちの尽力で復
元。ボランティアによるガイド
案内で、邸内の見学も可能。
■住/松山市歩行町2-3-6
■問/☎089-943-2747
■営/10：00～17：00
　　 月曜休館（祝日の場合は翌日）

❷ ロシア兵墓地
日露戦争で捕虜となり松山で亡
くなったロシア兵97人の墓で、
今も地元中学生や住民の手によ
り守られている。
■住/松山市御幸1-531-2
■問/☎089-911-1863
　　 （松山市生活衛生課）
※見学自由

❹ 子規堂（正宗寺）
正岡家の菩提寺に整備された
子規の記念堂。堂内には子規の
勉強部屋の再現も。境内墓地に
は子規の埋髪塔もある。
■住/松山市末広町16-13
■問/☎089-945-0400
■営/8：30～17：00　無休
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公益財団法人常盤同郷会
秋山兄弟生誕地運営委員長

宇都宮 良治さん
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『坂の上の雲』を軸とした
21世紀のまちづくり

サブセンターゾーン

道後温泉、松山総合公園、三津浜・梅
津寺、久谷・砥部、風早、忽那諸島の6つ
の地域を設定し、固有の地域資源を活
かしたまちづくりを進めています。

小説ゆかりの地を含む地域資源で構成
されています。センターゾーン、サブセ
ンターゾーンを結ぶ役割を持ち、ネッ
トワークと回遊性の機能を高めます。

サテライト

中心市街地。交通と観光の拠点で、坂
の上の雲ミュージアムを中心に、松山
城、秋山兄弟生誕地、子規堂など、小
説ゆかりの史跡・施設も多くあります。

センターゾーン

フィールドミュージアム構想　松山市では、小説『坂の上の雲』
の主人公３人が抱いた高い志とひ
たむきな努力、夢や希望をまちづく
りに取り入れています。市内の各地
に残る小説ゆかりの史跡や地域固
有の資源を、行政と市民がともに
みがき、活用し、一体となってまち
を元気にしていこうと取り組んで
います。こうした地域資源が点在す
るまち全体を「屋根のない博物館」
に見立て、回遊性の高い物語のあ
るまちを目指す「フィールドミュー
ジアム構想」を展開しています。

センターゾーン

三津浜
梅津寺

サブセンターゾーン

忽那諸島
サブセンターゾーン

風　早
サブセンターゾーン

道後温泉
サブセンターゾーン

久谷・砥部
サブセンターゾーン

松山
総合公園
サブセンターゾーン

松山城周辺

■秋山兄弟とは
　兄の秋山好古は1859（安政６）年、弟の真之は1868（慶応４）年、松山藩の下級武士・秋山家に誕生。
好古は大阪師範学校に学び、小学校教師となるが、その後、陸軍士官学校へと進み、陸軍軍人の道を
歩みはじめる。日露戦争では騎兵第1旅団長として出征し、日本の勝利に貢献。「日本騎兵の父」と
呼ばれている。真之は海軍兵学校へと進学。日露戦争の日本海海戦では作戦参謀としてロシアのバル
チック艦隊撃滅に貢献。
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鷺谷墓地にある秋山好古の墓

『坂の上の雲』ゆかりの地などを
巡るウォークイベント

「ふるさとウォーク」

晩年の好古が校長となった
愛媛県立松山北高等学校

国の重要文化財に指定されている
純フランス風の洋館・萬翠荘

ばん すい そう
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